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令和４年７月熊野市教育委員会会議録 

 

１．日  時  令和４年７月 28日（木） 午後４時 30分から 

２．場  所  文化交流センター 交流ホール 

３．出 席 者  倉本教育長 根引委員、糸川委員、高見委員、北野委員 

４．事務局説明員 

       雑賀総務課長、伴学校教育課長、柳本社会教育課長 

泉総務課庶務係長 

５．教育長報告 

６．議 事 

（議案第１号） 熊野市立学校における１年単位の変形労働時間制に関する 

実施要綱（案）について 

７．その他 

         令和４年度全国学力・学習状況調査結果について 

 

□開会 

（教育長）開会の宣言 

ただいまより令和４年７月熊野市教育委員会議を始めさせていただきます。

事項書に沿って進めてまいります。 

□教育長報告 

（教育長）事項２報告、私からの報告をさせていただきます。別紙をご覧くださ

い。（経過報告、事件・事故等、今後の予定・その他について報告） 

（教育長）それでは、今までのところで質問等ございませんでしょうか。 

（委 員）８月 29日のＢ＆Ｇの三重県交流水泳大会というのは、どういった大

会でしょうか。 

（事務局）Ｂ＆Ｇに加盟している市町の児童が大紀町大内山のＢ＆Ｇで行うも

のですが、今のところ内容は計画中でして、全部が決まっているわけ

ではありません。 

（委 員）児童が参加するものなんですね。 

（事務局）はい。児童が参加するものです。大人が参加するものではないです。 

（教育長）その他ありませんでしょうか。 

（教育長）無いようですので、事項の３番に移ります。議案第１号熊野市立学校

における１年単位の変形労働時間制に関する実施要綱（案）について。 

（事務局）（議案第１号熊野市立学校における１年単位の変形労働時間制に関す

る実施要綱（案）について提案） 

（教育長）議案第１号について質問等ございませんでしょうか。 
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（委 員）年当初に計画を立てなければならないんですか。 

（事務局）基本的には年当初なんですが、今回、ここで制定をさせていただきま

すのは、９月１日から施行させていただこうと思っておりますので、

そこからの計画を立てていただく予定で、これからであれば、冬休み

にまとめて取ってもらうかたちを想定しております。 

（委 員）すごく良い制度だと思います。先生方がお忙しい時期に残業等なさっ

ていただいてて、夏休みに学校へ来てもすることが無い時なんかも

あるだろうし。でも、もうちょっと柔軟性を持たせた取り方、例えば

学校で問題があって生徒さんの指導をしなければならない、残業を

しなければならないといった時にも、そのあとにも対応できるよう

な運用ができたらなと思いますけど。今のところ県の方がそういっ

た取り方は考えてないということであれば、今後、市の方で考えてい

ただけたらなと思います。 

（教育長）そのほかありませんでしょうか。 

（教育長）よろしいでしょうか。それでは、熊野市立学校における１年単位の変

形労働時間制に関する実施要綱（案）について承認いただけますでし

ょうか。 

（委 員）はい。 

（教育長）ありがとうございます。承認いただきました。続いて４、報告 何か

ありませんでしょうか。 

（事務局）特にありません。 

（教育長）それでは、５ その他 令和４年度全国学力・学習状況調査結果につ

いて。 

（事務局）（令和４年度全国学力・学習状況調査結果について説明） 

（教育長）令和４年度全国学力・学習状況調査結果について、またそれ以外につ

いて質問等ございませんでしょうか。 

（教育長）小学校の国語科が全国と比べて非常に低くて、大きな課題となってお

ります。そこには今後、注力していくという方針でおります。 

（委 員）平成27年度の小学生の子らは、中学生になっても悪かったんですか。 

（事務局）平成 27 年度の小学６年生は、平成 30 年度の中３と同じ子ども達と

いうことになります。かなり悪かったのが半分くらいまで回復して

いただいているかなと思います。 

（委 員）わかりました。 

（教育長）そのほかありませんでしょうか。 

（教育長）それでは、私の報告からここまで通して、質問等ございませんでしょ

うか。 
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（教育長）よろしいでしょうか。それでは、これをもちまして、令和４年７月教

育委員会会議を閉じさせていただきます。 

次回は、開催予定でございますが、８月 25日（木）午後４時から文

化交流センター多目的ルーム開催でよろしいでしょうか。 

（委 員）はい。 

（教育長）どうぞ予定に入れていただきますようよろしくお願いいたします。 

ありがとうございました。 

 


